Panasonic 


パナソニックプラズマテレビ台 

組み立て設置説明書 


TY-S50PZ700 
g TY-S42PZ700 
3 TY-S37PX70 


お買い上げいたださありびとラございます。 

•ご使用の前に、この「組み立て設置説明書」、裏面の「安全上のご注意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 
そのあと大切に保存し、必要なとさお読み<ださい。 


主要部品 組み立ての前に部品の確認を行ってください。 



付属部品 組み立ての前に部品の確認を行ってください。 


①天楼取り付け用ねじ （4 本） 
側板底面固定用ねじ (2 本） 

0り………リ 5x40 

②スタンドポール取り 
付け用ねじ （4 本） 

(シルバー） 
離誦团 X12 

③ガラス棚支持金具取り 
付け用ねじ （4 本） 

4x20 

④側板後面固定用ねじ (2 本） ^ 

]- ドクランパー取り付け用ねじ (6 本）^ 

転倒防止用クランパー取り付けねじ (2 本） （黒） 

4X 15 

⑥テレビ本体取り付け用 
ねじ （4 本） 

(黒） 

M5X30 

⑥ガラス棚支持金具 

(左ち各2個-ガラス棚固定用ねじ付） 

(左用) L 1 /^ くジ^佑風 R 

③スタンドポール . 
(左ち各1個） 

(左の ^ 

9 

^ 山 (ち A) 

⑧コード —⑨ガラス棚用]—ド ⑩キヤスター 貪 

歲パ-担 ssr 歸麗讀 

⑩キャスター座 

(4 働 醉 

©転倒防止用 

クラン パー^ 

(2 個） ^ 


組み立て方法 

主要部品の準備) 

〇底板の準備 


ねじ止めをする箇所は、樹脂部と金属（ア 
ルミ）部びあります。締め付け不十分や締 
め付けすざびないよラにお願いします。 


• 底板⑥の裏面にキヤスター(車)⑩ (4 働を差し込んでください。 


0天楼の準備 

• 天核®にスタンドポール⑦(左巳.も A 各1個)をスタンドポール 
取り付け用ねじ③ (4 本)で取り付けてください。 

※取り付け方向は、イラストをご参照ください。 


〔本体組み立て I 

0準備した底板⑥の成型品に、側板(左◎ち⑩)の突起部を合わせて 
差し込み、側板の下部を内側に押し込んでください。 

《側板を取り付けてから側板のパネ j レび上下に動くことを確認し 
てください。 

《側板のパネ J レ下部は底板の溝に入ることを確認してください。 

《側板を外す場合は側板後面下の U ブを上げなびら、側板下部を 
外側に押して外してください。 （U ブの位置は©のイラストを 
ご参昭ださい1 

〇側板(左◎ち⑩)上のダボに準備した天楼®裏面のダボ穴を合わせ 
て差し込み、天楼取り付け用ねじ① (4 本)で、天楼•側板をしっか 
り取り付けてください。 

©側板後面固定用ねじ④ (2 本)で、側板(左-ち)を底板に固定してく 
ださい。 

© 側板と底板を側板底面固定用ねじ① (2 本)でしっかりと固定してください。 
e ガラス棚支持金具の取り付け 

側板にガラス棚支持金具⑥(左ち各2個)をガラス棚支持金具取り 
付け用ねじ③ (4 本)で取り付けてください。 

《ガラス棚固定用ねじは外れない程度にゆるめておいてください。 

《ガラス棚(下段)の取り付け位置は2段階に調整でさますので、収納 
機器の高さに応じて取り付けてください。 

® ガラス棚の取り付け 

《ガラス棚は、上用©(奥行さの短い方)下用©(奥行さの長い方)の2 
種類びあります。 

《ガラス棚は、下段から取り付けてください。 

• ガラス棚©(下用•奥行さの長い方)の注意ラベルをちにして、ガ 
ラス棚支持金具⑥(左*ち)の溝に平行に奥まで差し込み、ガラス 
棚固定用ねじで取り付けてください。 

• ガラス棚©(上用•奥行さの短い方)わ同じよラに取り付けてくだ 
さい。 



主要部品の準備 



@天模の準備 


37,42インチ用 



本体組み立て 





側板を取り付けてから側板のノ くネル部び 
上下に動さ、パネル下部は底板の溝に入 
ることを確認してください。 






• イラストはイメージイラストであり、実際の商品と形状び異なる場合びあります。 










































































































































































c 設置方法とお願い I 

1. テレビ本体の設置と固定方法 

《設置作業は指詰めや腰をいためないよラにご注意ください。 
〇テレビ本体を垂直に持ち上げテレビ台のスタンドポールに差 
し込み、テレビ本体とテレビ台の左ちの位置を確認し左ちど 
ちらかに片寄りびある場合はテレビ本体を左ちに動かして調 
整してください。 

@テレビ本体取り付け用ねじ⑥ (4 本)でテレビ本体とテレビ台 
をしっかり固定してください。 

2. テレビ本体-収納機器の配線処理 

《テレビ本体の説明書わご参照ください。 

0ガラス棚または底板に収納機器 ( DVD レコーダー、 VTR 等) 
を載せてください。 

《録画機器は棚板下段または底板に設置してください。（棚板 
上段に載せると映像に障害び出る場合びあります。） 

〇収納機器とテレビ本体の配線処理はコードクランパー⑧ （6 
個）とコードクランパー取り付け用ねじ④ （6 本）を使って 
行ってください D 

コードクランパー取り付け用の下穴は側板（左ち）各3箇所、 
天榜後面に6箇所 （37 型は4箇所）あります。 

配線処理び行いやすい下穴をご利用ください。 

©ガラス棚用コードクランパー⑨ （4 個）を使って各コードび 
溝からはみ出ないよラにはめ込んでください。 

3. キャスター座の使い方 

• 全ての作業の後でキヤスター座⑩ (4 個)を敷いて固定してく 
ださい。 


キャスター座位置 



4. 転倒防止について 

• 側板(左 • も)の下穴に転倒防止用クランパー® (2 個)を転倒防止 
用クランパー取り付け用ねじ④ (2 本)で取り付けてください。 

• 取り付けたクランパーにじよラぶなひちやワイヤーなどの市販 
品をご利用いたださ、しっかりとした壁や柱に取り付けてくだ 
さい。 


r 安全のため、必ず輯倒防止処置をしてください。」 

地震の場合などに倒れる恐れびあります。必ず、転倒防止 
処置をしてください。 

* 本欄の内容は、地震などでの転倒によるけびなどの危害 
を軽減するためのものであり、全ての地震などに対して 
その効果を保証するちのではありません。 


※イラストで示す後面左ちの把手部 
分に手をかけて設置してください 





I . テレビ本化の設置と固定方法 



0天ホ卖 



4. 輯倒防止について 



取り扱い上のお願い 

1. お手入れは乾いたやわらかい布（綿•ネル地など）で而いてく 
ださい。ひどく巧れているとさは、水でうすめた中性洗剤で巧 
れを取ってから乾いた布で而いてください。なおベンジンやシ 
ンナ ー、 家具用ワックスなどは、塗装びはげたりしますので、 
使用しないでください。（化学ぞラさんをご使用の際は、そのま 
意書に従ってください。 

2. 粘着性のテープやシールをはらないでください。プラズマテレ 
ビ台表面を巧すことびあります。また、ゴムやビニール製品な 
どを長時間接触させないでください。（変質の原因となります。） 


プラズマテレビ台設置上 
の留意点 

♦ 本体の電源プラグは容易に手び届 < 位置 
の電源コンセントをご使用ください。 

♦機器周囲温度び4日むをこえることびない 
ように空気の流通を確保してください。 
プラズマテレビ本体内部に熱びこわり、 
故障の原因となることびあります。 


ご相談窓口における個人情報のお取り扱い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合 
や正当な理由びある場合を除き、第兰者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


を全上のご注意 G 必ずお守りください） 


お使いになる人や他の人への危害、物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいたださたいことを、次のよラに説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や物的損害の程度を、次の表示で区分し説明しています。 


A この表示の欄は、「傷害を負ラことび想定されるか、または物的損害の発生び想定される 

危害*損害の程度」です。 


■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明していまず。 （下記は、絵表示の一例です。) 


A このような絵表示は、気をつけて 
/!\いたださたい「注意」内容です。 

/C\ この絵表示は、してはい 
〇/けない「禁止」内容です。 

この絵表示は、必ず実行してい 
ただきたい「指示」内容です。 

/K) 主后、 


カタ □ グで指定したテレビ m 外には、 

使用しないでください 

Q •テレビ台に載せられる総質量（テレビ本体の質 
量+ガラス棚-底板に載せる機器の質量）を越 
えて長期間使用されますと破損してけびの原因 
を S ：||_ となることびあります。 

• ガラス棚上段-下段は] 2 kg 、底板は20 kg 
を越える機器を載せないでください。 


ガラスを傷つけたり、衝撃を与えないでください 


0 

禁止 


ガラスは強化ガラスです。使い方を誤ると割れる恐れ 
びあり、けびの原因となることびあります。 

•鋭利なをのや、尖ったをのなどで傷をつけない 
で < ださい。 

•強化処理をしたガラスは、傷び入った状態で長 
期間ご使用になりますと、傷び進行し自然に破 
損することびあります。 

•傷び入った場合は、販売店に相談して、新しい 
ガラスと取り替えてください。 


テレビ台に乗ったり、踏み台 
代わりに使用しないでください 

Q 倒れたり、破損してけびの原因 
となることびあります。 

(特に小さなお子様にごを意く 

趣, j _ ノしとし、) 



方一、 テレビ台やガラスに変お-ひび割れ-割れが 
起こった場合は、使用しないでください 

Q そのまま使用すると倒れたり、破損してけびの原 
因となることびあります。 

すぐに販売店へご連絡ください。 

禁止 


丰ヤスター（車）には注油し 
ないで<ださい 

Q キヤスター（車）のひび 
割れ-破損の原因となり、 
倒れたり、破損してけび 
の原因となることびあり 
东9。 


湿度の高い場所では使用しな 
いで<ださい 

Q 長期間の使用では、そり- 
変形などび発生し、強度低 
下を招くことびあり、倒れ 
ぉ卜たり、破損してけびの原因 
となることびあります。 


直射日光を避け、熱器具か！5 
離して<ださい 

Q そり•変形-材料の劣化な 
どび発生し、強度低下を招 
くことびあり、倒れたり、 
ぉ破損してけびの原因となる 
ことびあります。 


組み立て時、ねじ止めをずる箇所は、ずべてし 
つかりと止めてください。また、裏板や仕切り 
板（補強板）は確実に取り付けてください 

〇 不十分な組み立てかたをすると強度び保てず、倒 
れたり破損してけびの原因となることびあります。 
•機種によっては、裏板や仕切り板（補強板）の 
ない台をあります。 , 


水平で安定した所に据えつけてください 

© 倒れたり、破損してけびの原因となることびあります。 

•キヤ スター （車）を使用される場合は、全ての 
キヤ スターを 確実に取り付け、キヤ スター 座で 
止めてください。 

不安定な場所ではキヤスターをはずしてくださ 
し、（畳や毛足の長いじゆうたんなど） 


移動させるときは、丰ャスタ 
一座を取り除いてか！5、移動 
させて<ださい 

© 倒れたり、破損してけびの 
原因となることびあります。 


テレビは転倒防止の処置をし 
て < ださい 


© 地震やお子様びよじ登ったり 
すると、転倒しけびの原因と 
なることびあります。 


テレビ設置時に、指をはさま 
ないようにご注意ください 

A けびの原因となることび 
ぁります。 

指に注意_ 


松下電器産業株式会社 

映像-ディスプレイデバイス事業グループ 

〒己 7]-8 己日 4 大阪府門真市松生町 1 番 1 己号 

◎ 2007 Matsushita Electric Industrial Co., Ltd. (松下電器産業株式会社） All Rights Reserved. 


—パナソニックお客様ご相談センター—— 
電話 フリーダイヤル0120 -878-36 己 
FAX フリーダイヤル^ 0120 -878-23 巨 

36 已曰/受付 9 時〜 20 時 


TQZH811-1 






















































































































